
▽
昨
年
の
五
月
末

か
ら
、
韓
国
の
全

羅
北
道
の
民
主
労

総
を
訪
問
し
た
時
、

全
港
湾
建
設
支
部
・

日
韓
民
主
連
帯
の

中
村
猛
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

だ
が
、
日
本
で
は
、
歌
う
事

を
拒
否
す
る
と
処
分
さ
れ
る

歌
が
あ
り
、
韓
国
で
は
、
歌

う
と
処
分
さ
れ
る
歌
が
あ
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
事
が
あ
っ

た
。今

年
の
光
州
事
件
（
※
）

の
追
悼
会
は
、
ム
ン
・
ジ
ェ

イ
ン
氏
が
大
統
領
に
な
り
、

大
統
領
は
挨
拶
の
中
で
「
あ

な
た
の
た
め
の
行
進
曲
」
は

た
だ
の
歌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
月
の
血
と
魂
が
凝
縮
さ
れ

た
象
徴
で
す
。
五
・
一
八
民

主
化
運
動
の
精
神
、
そ
の
も

の
で
す
。
「
あ
な
た
の
た
め

の
行
進
曲
」
を
歌
う
こ
と
は
、

犠
牲
者
の
名
誉
を
守
り
、
民

主
主
義
の
歴
史
を
記
憶
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
日
の

「
あ
な
た
の
た
め
の
行
進
曲
」

の
斉
唱
は
、
こ
れ
ま
で
傷
つ

け
ら
れ
て
き
た
光
州
精
神
を

再
び
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
今
日
の
斉
唱

で
、
不
必
要
な
論
難
が
終
わ

る
の
を
希
望
し
ま
す
、
と
述

べ
、
イ
・
ミ
ョ
ン
バ
ク
、
パ

ク
・
ク
ネ
両
大
統
領
の
間
、

公
に
歌
う
事
が
で
き
な
か
っ

た
歌
が
久
し
ぶ
り
に
歌
わ
れ
、

遺
族
も
参
加
し
た
追
悼
会
に

な
っ
た
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
も
、

色
々
な
グ
ル
ー
プ
が
公
然
と

歌
っ
て
い
る
動
画
が
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
ソ
ク
革
命
と
い
わ
れ

る
韓
国
民
衆
の
力
で
、
世
の

中
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る

事
を
証
明
し
た
。

我
々
も
職
場
・
地
域
か
ら

共
謀
罪
絶
対
反
対
！
安
倍
打

倒
！
の
声
を
あ
げ
独
裁
政
権

を
打
倒
し
よ
う
。

▽
六
月
の
二
日
か
ら
四
日
ま

で
南
大
阪
平
和
人
権
連
帯
会

議
が
主
催
す
る
「
沖
縄
現
地

訪
問
団
」
が
実
施
さ
れ
、
地

域
か
ら
十
六
名
、
港
合
同
か

ら
四
名
の
組
合
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

私
自
身
、
二
十
年
ぶ
り
に

な
る
沖
縄
訪
問
で
し
た
が
、

平
和
ガ
イ
ド
の
丁
寧
な
歴
史

と
事
実
に
基
づ
く
案
内
に
よ
っ

て
改
め
て
沖
縄
の
現
実
を
知

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
参
加
し
た
組
合
員

か
ら
報
告
が
出

さ
れ
ま
す
の
で

楽
し
み
に
し
て

下
さ
い
。

引
き
続
き
、

辺
野
古
新
基
地

建
設
を
許
さ
な

い
闘
い
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ

う
。

第２７１号 ２０１７年６月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！
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光
州
事
件
と
は

一
九
八
〇
年
五

月
、
戒
厳
令
に
抗

す
る
光
州
市
の
学

生
デ
モ
を
空
挺
部

隊
が
弾
圧
。
怒
っ

た
市
民
の
蜂
起
を

軍
が
武
力
鎮
圧
し

た
も
の
。


